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平成１８年度第１回ＣＲＤセミナー 
日時：平成１８年６月２８日（水）12 時 55 分～14 時 25 分 
場所：室蘭工業大学 講義棟 4 階 N401 
共催：産学官連携推進事業実行委員会 
   地域共同研究開発センター研究協力会 
    
北海道南西部の火山防災に関する共同研究 
 
 日本には数多くの活火山があり、火山災害の軽減は国レベルの重要な課題である。そ
の中でも、北海道南西部の樽前山、倶多楽（登別）、有珠山、北海道駒ヶ岳、恵山は、
住宅地や観光地が隣接している活火山であり、これらの火山災害の軽減は急務の課題で
ある。例えば有珠山は 2000 年に噴火し、洞爺湖温泉街やその周辺地域に大きな災害を
引き起こした。北海道南西部の火山防災を進めることは、地域と連携をはかる室蘭工業
大学の重要な役割である。 
 本研究では、北海道南西部の火山に関する火山防災を推進する。具体的には北海道南
西部の活火山（樽前山、倶多楽（登別）、有珠山、北海道駒ヶ岳、恵山等）に関する防
災教育書の作成、防災に関する啓蒙活動の推進、室蘭工業大学における火山防災講演会
の開催等を行う。 
 火山防災では、大学などの高等研究機関が科学的な研究を行い、噴火予測を行う先進
的な研究を進めているが、それと同時に、研究者が地域住民と一体になって火山に関す
る住民の理解を深めていくことも重要である。両者をバランスよく行うことが減災への
道のりであろう。このため、防災教育書の作成、啓蒙活動、防災講演会などが必要にな
る。 
 火山防災ではハザードマップの作成が重要である。本共同研究では、倶多楽（登別）
火山の防災マップに関する研究を行う。防災マップは、北海道登別市の市議会から本学
に作成協力要請がきており、平成 18 年度に印刷予定であるが、本研究では、野外調査
などの防災研究をさらに進める予定である。 
 
客員教授（NPO 法人環境防災総合政策研究機構） 宇井忠英 
建設システム工学科 助教授 後藤芳彦 
登別火山の地獄谷 登別火山の大湯沼と日和山 日和山ドーム山頂の噴火口 
地域共同研究開発センター 新任教員紹介 
 
 
 
 
教 授 加賀 壽 
 
 
 
 
 
この度、平成 18 年度 4月より着任致しました。室蘭市内の鉄鋼メーカ研究所、製造部・
技術管理部門に勤務、その後、北海道立工業技術センターにて、企業との共同研究推進、
企業の新規事業・異業種交流支援、産学官連携推進に関わってきました。 
これまで自ら体験した産(民間経験)・官(公設試験機関)の勤務経験に、本学地域共同
研究開発センターの勤務を通じた学の経験を積上げ、産・学・官の強みを生かし、弱み
をカバーした実効の大きい連携を志向したいと思っております。 
学内の教員の皆様のご協力とご支援および研究シーズを資産に、地域企業の皆様との
信頼関係を構築しつつ、地域ならびに国内の企業を顧客とし、ニーズとシーズのマッチ
ングを図りたいと考えております。学内、企業の皆様の御指導・御協力を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 助教授 朝日 秀定 
 
 
 
 
 新年度より地域共同研究開発センターに移りました。この３月まで、本学の材料物性
工学科に籍を置いておりました。これまでは学生さんの相手役でした。これからは、企
業の方々と大学の教員との橋渡しをする仕事ですので、学生さん相手と勝手が違い、緊
張しております。 
 この分野は全くの素人です。皆様のご要望、ご意見を頂き、同僚諸氏のアドバイスを
受けながら考えて、解決の方法を身につけたいと存じます。是非ご意見お寄せ下さい。 
 小生は企業の皆様が気軽にお出で頂けるセンターになるよう願い、そのきっかけ作り
に努力いたします。よろしくお願い申し上げます。 
